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　　　　　　　　過類 G互ti）をめ ぐっ て
デ ィ グナー ガ に至 る vada の 伝統の 解明へ の 一 視点
代表　小野基 （筑波大学教授）
問題提起
　過去 20 年間 にオ ース トリア 科学 ア カ デ ミ ー と中国蔵学研 究 中心，わが 国の 桂紹
隆教授 グ ル ー プ に よ る ジネ ー ン ドラ ブ ッ デ ィ （8th　c ．）の PramarpasamuccayatikE（＝
PST）梵文写本の 研 究が 進 み ， デ ィ グ ナー ガ （ca．480−540）の 論理学 の 実像 と 5 世
紀以前の 認識論 ・論理学の 諸相 を従来 よ り明確に記述す る道が 開 けて きた ． 本パ
ネル で は， PST 梵文写本の 第 6 「過類 （一 誤難）」章の 校訂に従事 した 3 人の 研究
者が研究 の 最新 成果 を紹介 し， デ ィ グナー ガ の 誤難論の 全体像 を解明する ととも
に， デ ィ グ ナー ガ以前の 討論術 ・論理 学の 伝統が デ ィ グナ ー ガ の 体系に取 り込 ま
れて ゆ く道筋の 検討 を通 して vada の 思想史の 解 明に新 た な一視点 を提供す る こ と
を試み る L
各発 表要 旨
小野基 「『論軌』の 過類論に対するデ ィ グ ナー ガの 批判」
デ ィ グナー ガ の 誤難論の 先駆 は ヴ ァ ス バ ン ドゥ の Vadavi面 （− Wi ；論軌）の 誤
難論で あ る．フ ラ ウ ワル ナー博士 は 1957年の 論文 “ Vasubandhu’s　Vidavidhib” で ，
Prarnapasarnuccayavpti（＝ PsrPsv ；集量論） と PST の チ ベ ッ ト訳 に見出 され る VVi
の 断片 を組織的 に 回収 し， 既 に 回収 して い た NyEyavErttika （− NV ）か らの 断片 と
合 わ せ て VVi の 全体像 の 再構 成 を試 み た．そ の 際 VVi の 後半の 大部分 を 占め る誤
難論の 叙述 は PSV と PST の 第 6 章 に見出 され る Wi の 断片 に基づ い て 再構成 さ
れ たが
， 梵文原典 を欠 く資料的制約 か ら不完全 な部分 も残 っ て い た．本発 表で は，
梵文 PST 第 6 章の 研究成果に基づ き， フ ラ ウ ワル ナ ー博士の 断片同定 に お ける誤
認 過不足 を指摘 し， 解釈上 の 誤解 の 修正 を提案 した． また 『如実論』 と Wi の
誤難論の 詳細な比較検討を行 っ た．更 に デ ィ グナ ー ガの Wi 批判 を分析 し， ヴァ
ス バ ン ドゥ とデ ィ グナ ー ガの 誤難論の 相異 を明 らか に した．
室屋 安孝 （オース トリァ科学 ア カデ ミー ア ジ ァ 文化 ・思 想史研究所研 究員）「『因明正理
門論』 と 『集量論』 の 比 較」
　本発表 は，PST 写本の 校訂 と解 読に基づ くPSV の 再建 と解 読が先行研 究で 蓄積
され た 『因 明正理 門論』（− NMu ）理解 に どの よ うに貢献 で きる の か につ い て ， そ
の 方法論 と若干 の 事例 を論 じた ， まず， NMu の 最終詩節の 「開智 人 」 と 「慧毒
薬」の 比喩 を再考 し， PST で 言及 される対論者 の解釈 を手が か りに ， 「毒 の 除去」
を前提 とする先行研究の 理解 と還梵に修正 の 余地 の ある こ とを指摘 した． 次に誤
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難論 に 関 わ る NMu 第 19〜28偈 につ い て PS 詩節 との 対応 関係 を分析 し， 対応 パ
タ ー ン の 4 類型 を確認 し， PS 詩節の 還梵 を提 示 した． さ らに NMu の 「同法相似」
を精査 し， sama の 語の 解釈をめ ぐっ て な され る PST の 説明 を介 して ，　 NV の 叙述
の 中 に未同定の NMu の 並行部分 を指摘 し， 更に NV が NMu の 文 を引用 して い る
可能性 も示唆した．以上 に よ り， PST 第 6章の 梵語 原典 資料が今後の NMu の 「再
発見」 に果 たす豊かな学術 的意義 が示 され た．
渡辺俊和 （オース トリア 科学 ア カ デ ミー ア ジア文化 ・思想 史研 究所 研 究員）「『集量 論 註』
に おける 文献学的お よび思想 史的 問題」
　本発 表は デ ィ グナ ー ガ の 誤難論 の 展 開 と後代 に与 えた 影響 に つ い て ， ny ［ina と
jEtiとい う語 の 意 味，誤難 と正 難 との 関係 の 2 点か ら検討 した． デ ィ グ ナ ー ガ は
ny （lna の 意味に つ い て NMu で は 『ニ ヤ ー ヤス ー トラ』 の 「論証支の 欠如」とい う
解釈 を踏襲 した の に対 し ， PS で は第 6章で 同 じ く 「論証支 の 欠如」と解釈する 一
方， 第 3 章で は 「証 因の 三条件の 欠如」 とい う新解釈を提示す る． こ の 解釈の 並
存 は ダル マ キ ー ル テ ィ に 引 き継が れたが ， 8 世紀以 降 の 仏教徒 は こ れ を 「三 条件
の 欠如」 と して 統一 的に 理解 しよ うとした ． 次 に jatiは NMu で は 「擬似的論難」
と解釈 された が ， PSV で は よ り広い 概 念 と して 扱 わ れ て い る ．　 PSV と NMu で は
反駁が 立 論者 に よ る 原立論 と共 に 等 し く妥 当な結論 を導 く， ある い は等 し く妥当
な結論 を導か ない 場合 に正 難 とされ ， 反 駁 と原 立論の 等価性 を正難の 条件 と して
い る． PSV は 14の 誤難 に共通 す る 「相似 」（sama ）とい う表現 の 説明 の ため に こ
の 「等価」の 概念 を用 い る．PSV は種 々 の 相似 を一 義的 に誤難iとは考 えない ． こ
れ は相似 を正 難 と した 『方便心論』の 見解 と も通底す る．
ま とめ
　 3 者の 発表後， 桂紹隆教授 よ りコ メ ン トが 寄せ られ ，続 け て フ ロ ア を交 え て 活
発 な討議 が行 われ た． なお 3 発 表の 詳細 な 内容 は近 日中に 他雑 誌 に 公表 の 予定で
ある ．
　本パ ネル は，PSV と PST の 第 6 章の 研究の 紹介に留 まらず ，　 PSV と NMu の 研
究 へ の 方法論的寄与， ニ ヤー ヤ学派の 論理学 との 関係 の 解明， デ ィ グナー ガ以前
の 仏教論理学文献の 思想史的位置づ け， さらに 後代の 中国 ・日本因明の 研究へ の
新視点の 提供， とい っ た多様な成果 を生み 出 した． 今後 科研 費基盤研 究 B 「イ
ン ド仏教論理 学の 東 ア ジア 世界 に お ける 受容 と展 開　　 因明学 の 再 評 価 を 目指 し
て 一 」 （代表者 ・護山真也博士） と も共働 しつ つ ，デ ィ グ ナ ー ガ に至 る仏 教 論理 学
とそ の 解釈史 （因 明）の 研 究 を推進 して ゆ く所存 で ある ．
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